
大

陸
（
北

支
）
　 

北
支
鷺
兵
団
歩
兵
第
百
十
連
隊

河
南
作
戦
の
軽
機
射
手
　 

大
阪
府
　
神
部
肇
　 

大
正
十
一
年
四
月
二
十
六
日
、
岡
山
県
勝
田
郡
梶
並
村
真
殿
、

農
林
業
を
営
む
家
の
六
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家

に
は
両
親
祖
母
が
健
在
で
あ
っ
た
の
で
、
大
阪
の
藤
永
田
造
船

所
に
勤
め
、
溶
接
工
と
し
て
、
船
舶
、
駆
逐
艦
、
砲
艦
な
ど
の

建
造
に
当
た
っ
て
い
た
。
十
七
歳
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
長
男
で
は

あ
る
が
農
林
業
は
両
親
が
や
っ
て
い
た
の
で
、
し
ば
ら
く
は
外

の
空
気
を
吸
っ
て
み
よ
う
、
あ
る
い
は
都
会
の
生
活
も
し
て
み

た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
に
は
大
東
亜
戦
争
が
勃
発
し
て
い
た
が
、

私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
で
あ
る
か
ら
、
国
民
の
義
務
の
一
つ
兵

役
に
つ
く
た
め
徴
兵
検
査
が
あ
っ
た
。
そ
の
徴
兵
検
査
に
見
事

合
格
し
、
徴
兵
官
の
将
校
か
ら
「
甲
種
合
格
」
と
言
わ
れ
、
ま

ず
安
堵
し
た
が
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
身
に
し

み
て
き
た
。
当
日
合
格
し
た
者
は
私
た
ち
の
地
域
で
三
名
だ
っ

た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
友
達
と
な
り
度
々
会
っ
て
い
た
。
村
役

場
か
ら
の
伝
達
で
は
三
名
共
に
同
じ
連
隊
へ
入
隊
と
決
ま
っ
た
。

入
営
の
当
日
は
周
辺
の
住
民
の
方
々
や
親
戚
の
方
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
方
た
ち
の
お
見
送
り
を
受
け
た
。
私
ど
も
三
名
は

村
役
場
前
に
集
合
し
、
村
長
を
は
じ
め
、
村
議
会
の
方
、
青
年

団
、
在
郷
軍
人
が
見
送
り
に
来
ら
れ
、
梶
並
神
社
で
見
送
り
の

方
々
と
共
に
御
祓
い
を
受
け
出
発
し
た
。

岡
山
の
連
隊
の
営
門
を
入
る
と
、
衛
兵
所
の
前
に
我
々
入
営



兵
を
案
内
す
る
兵
数
名
が
お
り
、
引
率
さ
れ
兵
舎
前
に
整
列
し

点
呼
を
受
け
る
。
そ
の
日
は
中
隊
の
班
内
で
睡
眠
し
、
翌
朝
の

点
呼
で
隊
長
の
訓
示
、
続
い
て
班
長
の
訓
示
が
あ
り
、
詳
し
く

話
を
さ
れ
た
。「
私
は
君
た
ち
を
北
支
へ
連
れ
て
行
く
た
め
に

北
支
か
ら
迎
え
に
来
た
、
都
築
軍
曹
で
あ
る
。
今
日
よ
り
北
支

方
面
に
行
く
準
備
を
す
る
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
た
め
の
訓
練
と

教
育
が
始
ま
っ
た
。

三
日
目
、
練
兵
場
の
片
隅
に
円
陣
を
組
ん
で
、
北
支
派
遣
軍

歌
の
指
導
を
受
け
、
毎
日
の
よ
う
に
歌
っ
た
。

『
暁
雲
く
ら
く
鎖
し
た
る
　
万
里
の
空
は
今
明
け
て

天
日
の
下
、
民
草
が
　
歓
呼
し
仰
ぐ
　
そ
の
威
容

燦
た
り
　
北
支
派
遣
軍
』

と
い
っ
た
よ
う
な
詩
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
円
陣
を
組
ん
で
の
会
話
の
日
、
班
長
は
突
然
「
君

た
ち
は
御
家
族
の
方
々
と
明
日
九
時
か
ら
面
会
が
あ
る
。
皆
の

家
庭
に
は
既
に
連
絡
し
て
あ
る
」
と
の
こ
と
。
そ
の
面
会
は
入

営
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
七
日
目
で
あ
っ
た
。
面
会
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
戦
場
に
行
く
日
も
近
い
と
思
っ
た
。

昭
和
十
七
年
十
二
月
十
三
日
、
第
百
十
師
団
歩
兵
第
百
十
連

隊
に
転
属
し
、
岡
山
駅
か
ら
長
崎
へ
、
船
で
釜
山
上
陸
。
朝
鮮

を
北
上
、
山
海
関
か
ら
北
支
に
入
り
、
河
北
省
易
県
の
連
隊
本

部
よ
り
、
我
々
初
年
兵
は
第
二
大
隊
第
六
中
隊
に
編
入
さ
れ
、

雄
県
地
区
の
警
備
に
つ
い
た
。

兵
士
と
し
て
の
三
カ
月
間
の
基
礎
訓
練
教
育
を
受
け
た
が
、

そ
の
期
間
中
の
二
月
十
一
日
（
紀
元
節
）
だ
っ
た
。
初
年
兵
は

内
務
実
施
と
い
う
こ
と
で
銃
剣
等
の
手
入
れ
を
し
て
い
た
朝
、

班
長
が
や
っ
て
来
て
、
古
参
兵
た
ち
は
広
場
で
銃
剣
術
を
や
る

か
ら
、
初
年
兵
の
中
か
ら
二
、
三
名
出
場
す
る
よ
う
に
と
勧
め

が
あ
っ
た
。
助
手
の
前
田
兵
長
が
、
神
部
・
藤
井
・
内
藤
の
三

名
が
出
場
す
る
よ
う
に
と
勧
め
ら
れ
た
。
早
速
防
具
を
身
に
着

け
木
銃
を
持
っ
て
班
長
に
引
率
さ
れ
中
隊
の
広
場
に
出
た
。
そ

こ
に
い
た
古
参
兵
は
四
、
五
十
名
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。

班
長
の
指
示
で
輪
の
中
に
入
る
と
、
手
嶋
准
尉
か
ら
「
こ
れ

か
ら
銃
剣
術
の
試
合
を
行
う
が
、
こ
の
指
揮
は
私
が
取
る
」
と

訓
示
が
あ
る
。
こ
の
試
合
は
勝
ち
抜
き
戦
で
あ
り
、
最
後
に
勝

ち
残
っ
た
者
が
優
勝
者
で
あ
る
。

審
判
は
手
嶋
准
尉
で
あ
っ
た
。

私
事
な
が
ら
、
内
地
に
い
た
と
き
、
銃
剣
術
に
は
少
し
ば
か



り
自
信
が
あ
っ
た
の
と
、
教
育
中
な
の
で
古
兵
さ
ん
た
ち
の
名

前
も
階
級
も
知
ら
な
い
。
肚
は
で
き
た
。
運
試
し
だ
、
や
る
し

か
な
い
、
と
心
に
決
め
て
戦
っ
た
。
勝
ち
進
ん
で
五
、
六
名
を

倒
し
た
と
思
う
と
き
、
同
じ
よ
う
に
勝
ち
残
っ
た
兵
が
い
た
。

手
嶋
審
判
が
最
後
の
決
勝
戦
だ
と
指
示
が
あ
り
、
そ
の
古
参
の

方
と
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
古
参
兵
の
方
は
防
具
の
下
に
半
袖
の
剣
道
の
時
に
着
る

黒
色
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
。
な
か
な
か
の
相
手
だ
、
作
法
ど

お
り
の
「
始
め
」
の
号
令
で
試
合
が
始
ま
っ
た
が
、「
待
て
」

の
合
図
で
五
分
間
の
休
憩
、

今
度
は
数
分
で
勝
負
が
決
定
し
た
。

そ
れ
は
一
瞬
の
す
き
に
直
突
、
審
判
は
相
手
の
攻
勢
を
取
っ
た
。

優
勝
は
相
手
の
方
で
し
た
。
私
は
悔
い
は
な
か
っ
た
。
試
合
は

終
わ
っ
た
。

中
隊
が
整
列
し
、
試
合
の
結
果
発
表
が
あ
り
、
優
勝
は
古
兵

で
し
た
。
私
は
二
位
と
い
う
こ
と
で
、
準
優
勝
と
発
表
さ
れ
賞

品
が
出
た
。
班
に
持
ち
帰
り
内
務
班
で
分
配
を
し
た
。
こ
れ
が

思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
る
。

三
カ
月
の
一
期
の
教
育
期
間
も
過
ぎ
、
中
隊
の
大
編
制
替
え

が
行
わ
れ
、
私
は
植
原
少
尉
の
率
い
る
第
一
小
隊
第
一
分
隊
の

軽
機
関
銃
射
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
軽
機
関
銃
は
十
一
年
式

と
い
う
な
か
な
か
重
い
銃
で
あ
る
。

初
年
兵
の
一
期
検
閲
、
そ
の
後
も
、
班
長
か
ら
も
「
神
部
お

前
は
銃
剣
術
が
上
手
だ
か
ら
教
え
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
毎

朝
、
六
時
か
ら
点
呼
ま
で
一
時
間
ほ
ど
銃
剣
術
で
あ
る
。
お
陰

で
生
卵
二
個
が
余
分
に
つ
い
た
。

私
は
軽
機
関
銃
手
と
し
て
数
々
の
作
戦
に
参
加
、
部
落
掃
討

が
行
わ
れ
、
相
手
は
共
産
八
路
軍
で
あ
り
民
心
の
把
握
の
指
示

が
あ
っ
た
。
し
き
り
に
叫
ば
れ
て
い
た
当
面
の
敵
軍
は
■
介
石

が
率
い
て
い
る
正
規
軍
だ
が
、
潭
錦
良
が
率
い
て
い
る
四
千
人

と
も
五
千
人
と
も
言
う
。
軍
隊
並
の
組
織
を
持
つ
敵
は
、
土
民

軍
、
匪
賊
で
あ
り
、
先
に
申
し
た
八
路
軍
も
い
る
た
め
終
始
警

戒
、
撃
砕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
我
が
第
二
大
隊
に
は
寸
暇
も
な
い
、

激
務
、
戦
闘
の
毎
日
が
続
い
た
。

五
月
二
十
八
日
、
軍
令
陸
甲
第
三
十
六
号
に
拠
り
、
編
制
改

正
下
令
、
六
月
二
十
日
編
制
改
正
完
結
。
そ
れ
ま
で
は
警
備
で
、

各
村
長
単
位
で
住
民
か
ら
の
報
告
書
が
毎
日
届
け
ら
れ
て
く
る
。

警
備
隊
は
湖
の
側
の
望
楼
に
一
個
小
隊
ぐ
ら
い
駐
屯
し
、
始
終



討
伐
な
ど
し
て
い
た
。
あ
る
い
は
山
西
省
の
大
き
な
山
へ
行
っ

て
、
そ
こ
に
は
支
那
事
変
当
時
の
日
本
軍
の
兵
器
な
ど
が
■
た

ま
ま
放
置
し
て
あ
り
、
当
時
の
日
本
軍
が
苦
戦
し
た
こ
と
が
偲

ば
れ
ま
す
。

河
南
作
戦
、
京
漢
線
打
通
作
戦
は
昭
和
十
九
年
四
月
十
八
日

発
起
、
黄
河
の
対
岸
に
敵
軍
数
万
の
陣
地
が
あ
る
。
我
が
軍
の

第
百
十
師
団
、
第
百
十
連
隊
（
鷺
第
三
九
一
一
部
隊
）
第
二
大

隊
古
賀
大
隊
は
対
岸
に
陣
取
り
、
敵
と
の
睨
み
合
い
が
数
カ
月

間
続
い
て
い
た
。
そ
の
間
一
番
困
っ
た
の
が
水
だ
。
こ
の
時
く

ら
い
水
の
大
切
さ
を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
炊
飯
に
使
用

す
る
水
す
ら
無
い
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
の
顔
を
洗
う
水
も
無
い
有

様
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
、
銃
剣
な
ど
手
入
れ
を
し
て
、
い
つ
で

も
出
動
で
き
る
準
備
し
て
い
て
、
心
を
休
め
る
時
も
な
い
。
そ

の
と
き
に
、「
明
朝
総
攻
撃
」
と
命
令
が
下
る
。
準
備
も
良
し
、

攻
撃
の
配
備
に
つ
く
。

命
令
一
下
、
重
火
器
の
砲
音
が
一
斉
に
鳴
り
響
き
、
重
機
関

銃
が
負
け
じ
と
火
を
噴
く
、
重
機
の
弾
の
中
に
曳
光
弾
が
入
っ

て
い
て
飛
び
交
う
。
照
明
弾
も
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
迫
撃
砲
弾

が
ヒ
ュ
ル
ン
、
ヒ
ュ
ル
ン
と
飛
び
交
う
夜
空
が
明
る
く
見
え
る
。

そ
の
う
ち
東
の
空
が
明
る
く
な
る
。
攻
撃
は
な
お
も
続
く
。
物

凄
い
戦
闘
だ
。
そ
の
と
き
、
歩
兵
に
攻
撃
命
令
が
下
る
。

我
が
軍
は
敵
を
撃
破
し
な
が
ら
追
撃
す
る
。
そ
の
凄
ま
じ
さ

は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
な
お
も
、
追
撃
と
追
跡
は
続
く
。
道

路
の
両
側
に
は
敵
兵
の
死
体
か
、
味
方
の
死
体
か
識
別
の
つ
か

な
い
無
数
の
死
体
が
転
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
十
体
く
ら
い

以
上
の
死
体
が
仁
王
の
よ
う
に
膨
れ
上
が
り
紫
色
の
死
体
が
あ

る
。
爆
鉛
か
銃
弾
（
ダ
ム
ダ
ム
弾
）
に
よ
る
鉛
害
な
の
か
。

日
が
昇
る
に
つ
れ
激
戦
の
状
況
が
分
か
っ
て
く
る
。
荒
野
に

生
臭
い
風
が
吹
く
、
最
初
は
息
を
止
め
て
い
た
が
、
な
お
も
追

跡
の
行
軍
は
続
き
、
私
た
ち
分
隊
は
尖
兵
小
隊
の
尖
兵
分
隊
で

す
。
す
る
と
初
め
て
の
空
襲
、
突
然
西
方
か
ら
爆
音
が
聞
こ
え

る
。
あ
の
飛
行
機
は
友
軍
の
も
の
と
思
い
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い

た
瞬
間
、
低
空
で
機
銃
掃
射
を
浴
び
兵
は
皆
散
る
。
敵
機
は
二

機
で
数
回
に
わ
た
り
低
空
機
銃
に
よ
る
掃
射
を
行
い
西
方
に
去

っ
て
い
っ
た
。
そ
の
機
銃
掃
射
に
よ
る
我
が
軍
の
負
傷
者
は
無

か
っ
た
が
、
軍
は
昼
夜
を
分
け
ず
進
み
、
敵
地
、
敵
支
配
地
域

に
深
く
入
っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

我
が
分
隊
だ
け
が
尖
兵
と
し
て
前
へ
出
過
ぎ
孤
立
し
て
い
た
。



翌
朝
九
時
三
十
分
こ
ろ
か
、
横
の
ト
ー
チ
カ
か
ら
銃
弾
が
左
右

か
ら
も
正
面
か
ら
も
飛
ん
で
き
た
。
我
々
は
狙
わ
れ
て
い
る
。

後
方
に
伝
令
を
走
ら
せ
る
。

分
隊
の
指
揮
は
斎
藤
少
尉
が
と
り
、

少
尉
は
日
本
刀
を
振
り
翳
し
な
が
ら
「
前
進
、
前
進
」
と
大
声

で
張
り
切
る
が
銃
弾
は
容
赦
な
く
飛
ん
で
く
る
。

遮
■
物
は
何
一
つ
な
い
。
前
進
し
て
よ
う
や
く
木
が
六
本
立

ち
並
ぶ
台
地
に
着
く
。
そ
こ
は
墓
地
で
敵
の
城
壁
も
よ
く
見
え

る
。
右
に
三
カ
所
、
左
に
三
カ
所
の
敵
の
ト
ー
チ
カ
も
よ
く
見

え
、
そ
の
銃
眼
も
見
え
る
。
友
軍
の
弾
も
前
に
落
ち
る
、
日
章

旗
で
我
々
の
位
置
を
知
ら
せ
た
い
が
、
敵
の
目
標
に
も
な
る
。

そ
の
た
め
空
軍
に
対
し
、
日
の
丸
を
地
に
広
げ
た
。
私
た
ち
は

こ
こ
が
死
に
場
所
か
と
覚
悟
し
た
。

少
尉
が
「
射
手
準
備
よ
い
か
、
先
の
ト
ー
チ
カ
を
制
圧
し

ろ
」
と
命
令
す
る
。「
城
壁
の
敵
を
撃
滅
し
ろ
」
と
叫
ぶ
。
軽

機
が
火
を
吹
く
。
右
、
左
、
正
面
も
、
射
撃
位
置
を
変
更
し
な

が
ら
撃
っ
た
。
敵
の
抵
抗
も
激
し
く
攻
撃
し
て
く
る
。
頭
上
を

友
軍
と
敵
軍
の
重
火
器
の
弾
が
飛
び
交
う
。
そ
の
と
き
、
私
の

撃
っ
た
弾
丸
は
実
に
千
二
百
発
以
上
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
数

は
通
常
弾
薬
箱
四
個
全
部
空
に
な
る
数
だ
。
軽
機
の
銃
身
の
放

熱
筒
は
熱
く
な
っ
て
手
で
は
握
れ
な
い
。
そ
の
た
め
背
負
い
袋

を
空
に
し
て
、
そ
れ
を
巻
い
て
銃
を
持
つ
。
そ
れ
で
も
今
度
は

城
壁
か
ら
友
軍
を
撃
っ
て
来
る
の
で
更
に
射
撃
を
続
け
る
が
、

弾
薬
が
足
り
な
い
の
で
、
小
銃
手
の
弾
を
手
に
入
れ
、
そ
れ
も

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。

砲
弾
の
交
差
す
る
響
き
も
静
か
に
な
っ
た
。
横
の
部
落
に
第

六
中
隊
は
集
結
し
、
兵
員
の
点
呼
と
被
害
を
点
検
し
た
が
、
中

隊
の
半
数
の
者
は
い
な
い
。
我
が
分
隊
も
半
数
ぐ
ら
い
に
減
少

し
た
。
残
る
兵
士
で
分
隊
、
中
隊
を
維
持
し
出
撃
に
備
え
る
。

そ
の
夜
の
う
ち
に
部
隊
命
令
が
下
る
。「
第
一
分
隊
は
明
朝
払

暁
を
期
し
、
正
面
砦
瞑
鎮
の
城
壁
の
一
角
を
占
拠
せ
よ
」
の
命

令
で
あ
る
。
な
お
、
出
撃
に
際
し
て
は
軽
装
と
い
う
。

軽
装
と
は
「
決
死
隊
」
と
い
う
意
味
と
受
け
取
り
、
軽
機
関

銃
に
三
十
発
、
小
銃
手
五
発
、
手
榴
弾
二
個
、
救
命
綱
一
本
を

携
行
し
分
隊
は
出
動
し
た
。
分
隊
と
言
っ
て
も
赤
木
兵
長
以
下

五
名
で
あ
る
が
、
分
隊
は
城
壁
下
に
■
り
着
き
、
救
命
綱
を
取

り
出
し
、
素
早
く
、
敏
速
な
動
作
で
腰
の
剣
を
取
り
出
し
、
救

命
綱
の
端
に
結
び
城
壁
の
上
部
に
投
げ
、
綱
に
つ
か
ま
り
一
人

ず
つ
登
る
。
全
員
登
り
着
い
て
日
章
旗
を
立
て
後
方
に
連
絡
し



た
。「
一
番
乗
り
だ
、
一
番
槍
だ
」
敵
は
既
に
逃
げ
て
行
っ
た
。

嬉
し
く
て
赤
木
兵
長
以
下
、
目
が
潤
む
。
こ
の
時
の
感
激
は
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
人
が
上
が
れ
ば
後
は
大
丈
夫
と
自
信
は
あ
っ
た
が
、
城
内

を
見
れ
ば
頑
強
に
抵
抗
し
て
い
た
敵
兵
の
姿
は
な
く
、
住
民
の

影
も
見
え
な
い
。
た
だ
、
鶏
と
豚
が
走
り
回
っ
て
い
る
の
が
印

象
に
あ
る
が
、
敵
な
が
ら
引
き
揚
げ
の
見
事
さ
よ
、
で
あ
る
。

城
内
掃
討
も
終
わ
り
、
こ
の
度
の
戦
闘
も
終
わ
り
を
告
げ
、
死

者
の
御
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、
次
の
作
戦
に
備
え
る
た
め
洛
陽

に
集
結
し
た
。

部
隊
は
損
害
も
多
く
、
編
成
替
え
が
あ
り
、
次
の
京
漢
打
通

作
戦
に
突
入
し
た
。
こ
の
作
戦
は
大
作
戦
で
、
大
陸
打
通
戦
の

発
起
で
あ
る
。
約
十
二
個
師
団
が
参
加
し
た
。
西
安
か
ら
西
は
、

重
慶
方
面
に
向
か
う
第
三
大
隊
（
天
野
大
隊
）
の
戦
果
が
多
き

か
っ
た
と
聞
い
た
。
伊
川
と
い
う
川
を
渡
る
と
、
川
の
水
は
少

な
い
が
水
は
美
し
く
澄
み
き
っ
て
い
た
。
右
側
百
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
か
と
思
わ
れ
る
絶
壁
の
岩
肌
が
実
に
美
し
か
っ
た
。
洞
窟

に
仏
像
が
美
し
く
彫
刻
さ
れ
、
光
輝
く
絶
壁
全
体
に
仏
画
仏
像

が
刻
み
込
ま
れ
、
そ
の
美
し
さ
に
心
打
た
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
は
■
介
石
の
別
荘
が
あ
っ
た
と
か
、
温
泉
も
あ
り
、

左
側
の
小
山
の
上
に
美
し
い
建
物
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
激
戦

後
の
一
時
、
し
ば
し
安
ら
か
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
部
隊
は
敵

に
遭
遇
す
る
こ
と
も
な
く
、
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
三
日
、
豫

鄂
作
戦
が
始
ま
る
ま
で
、
警
備
、
治
安
維
持
、
共
産
軍
と
の
戦

い
な
ど
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

豫
鄂
作
戦
が
終
わ
り
、
二
十
年
八
月
十
四
日
停
戦
、
九
月
二

日
協
定
締
結
と
な
る
が
、
停
戦
と
聞
い
て
も
無
条
件
降
服
と
は

言
わ
れ
な
か
っ
た
。
終
戦
後
も
共
産
八
路
軍
が
来
る
と
い
う
の

で
出
動
さ
せ
ら
れ
、
城
壁
に
は
正
規
軍
一
個
分
隊
と
日
本
軍
が

一
部
警
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
八
路
軍
は
日
本
軍
が
行
く
と

逃
げ
る
の
で
、
■
介
石
正
規
軍
は
日
本
軍
の
力
を
頼
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

終
戦
後
一
週
間
ぐ
ら
い
で
連
隊
旗
を
焼
き
、
そ
の
灰
を
各
中

隊
に
分
け
ら
れ
た
。
第
十
二
軍
は
こ
の
ま
ま
残
る
と
い
う
風
聞

は
あ
っ
た
が
、
結
局
詔
書
必
謹
と
い
う
こ
と
で
、
武
装
解
除
に

も
応
じ
た
。
復
員
の
た
め
上
海
へ
行
く
間
、
食
料
は
割
合
あ
っ



た
の
で
、
農
家
へ
働
き
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
十
八
日
、
復
員
の
た
め
河
南
省
洛
陽
を

出
発
、
南
京
経
由
で
上
海
に
着
く
。
上
海
で
第
十
二
軍
が
復
員

す
る
ま
で
、
日
赤
病
院
の
前
に
い
た
が
、
日
赤
の
人
々
は
苦
労

を
し
て
い
た
。
四
月
二
十
七
日
、
貨
物
船
で
上
海
出
航
、
約
一

週
間
後
和
歌
山
県
田
辺
港
に
着
く
。
岸
壁
に
日
本
の
巡
査
が
サ

ー
ベ
ル
を
腰
に
下
げ
て
立
ち
、
米
兵
は
肩
に
銃
を
掛
け
て
立
っ

て
い
た
。
そ
の
前
を
通
り
田
辺
の
兵
站
に
入
っ
た
が
、
入
り
口

に
田
辺
の
婦
人
会
の
方
が
少
な
い
日
の
丸
の
小
旗
を
振
り
な
が

ら
迎
え
て
く
れ
た
。
今
だ
に
懐
か
し
く
忘
れ
ら
れ
な
い
。
有
り

難
い
兵
站
に
一
泊
し
、
検
閲
を
済
ま
せ
田
辺
駅
を
発
つ
時
も
田

辺
の
人
は
見
送
っ
て
く
れ
、

心
に
残
り
有
り
難
く
思
っ
て
い
る
。

田
辺
か
ら
家
へ
電
報
を
打
っ
た
が
、
京
都
～
姫
路
～
姫
新
線

で
帰
っ
た
自
分
の
方
が
電
報
よ
り
早
く
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

駅
を
降
り
た
が
バ
ス
が
な
い
。
友
人
が
オ
ー
ト
三
輪
で
家
ま
で

送
っ
て
く
れ
た
が
、
家
の
方
は
皆
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
を
実
感
し
た
が
、
そ
の
後
、
青
年
団

作
り
、
公
民
館
作
り
な
ど
を
し
、
故
郷
の
復
興
に
尽
く
す
こ
と

が
で
き
た
。

テ
レ
パ
シ
ー
　 

愛
知
県
　
伊
藤
義
雄
　 

―
ま
ず
入
隊
ま
で
の
様
子
を
伺
い
ま
し
ょ
う
―

私
は
昭
和
五
年
三
月
、
立
田
北
部
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
て
農
業
に
従
事
し
て
、
昭
和
十
二
年
五
月
徴
兵
検
査
を
受
け

ま
し
た
。
当
時
は
戦
前
で
甲
種
合
格
者
は
少
な
く
、
三
人
に
一

人
が
甲
種
合
格
に
な
る
く
ら
い
で
し
た
。

私
は
甲
種
合
格
に
な
り
、
検
査
官
は
、
私
に
騎
兵
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
私
の
脚
が
少
し
短
い
の

で
騎
兵
に
は
な
ら
ず
、
歩
兵
に
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
村
の
甲

種
合
格
者
は
全
員
、
津
島
市
の
料
亭
で
甲
種
合
格
を
祝
う
会
が

毎
年
開
か
れ
る
例
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
生
後
二
十
年
を

楽
し
く
語
っ
た
も
の
で
し
た
。

―
昭
和
十
二
年
に
は
蘆
溝
橋
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
ね
―

そ
う
な
ん
で
す
。
七
月
七
日
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

昭
和
十
二
年
の
十
二
月
一
日
朝
鮮
平
壤
の
歩
兵
第
七
十
七
連
隊




